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申入れ・趣旨説明を行なう

［国労］

コロナが５類になったが、労働者は感染リスクに怯えており、労働意欲が上がらない。３期連

続の増収・増益。株主には配当も増やしている。労働者は、将来への希望が持てず、若年層の離職

者が後を絶たない。今こそ、内部留保を切り崩し、労働者に還元することが「企業の責任」である。

［会社］

コロナ禍における様々な取り組みが実を結び、インバウンドの好調もあり、第３四半期決算で増収増益

を達成できたが、営業利益がコロナ前の７割と厳しい状況である。経営的にも回復過程にあり、会社として、

今後の経営見通しを見極めつつ、慎重に判断していく。

［国労］

国も、経済界も、労働組合も賃上げを求めている。しっかりと答えるように。

［会社］

鉄道の特殊性から、コスト転嫁が困難である。ご利用が回復しきってなく考えていく必要がある。

［国労］

労働者への還元を行なうべきではないのか。

［会社］

社員への成長、離職防止の観点から、人への投資はしっかりと還元していく考えである。
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第１号 ２０２４年２月１３日

２０２４年春闘勝利に向け

職場から運動をつくろう！


